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市
民
の
皆
さ
ん
、新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
４
年
の
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
普
段
の
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

体
制
の
迅
速
な
確
立
や
地
域
経
済
の
継
続

的
な
支
援
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。感
染
確
認
者
の
減
少
に
よ
り
、

次
第
に
客
足
が
戻
る
な
ど
希
望
の
光
が
見

え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
。引
き
続
き
、徹
底
し
た
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、昨
年
11
月
に
、令
和
２
年
国
勢
調

査
の
人
口
等
基
本
集
計
結
果
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。本
市
は
、５
年
前
の
調
査
よ
り
も

２
千
人
少
な
い
２
万
３
３
２
人
と
い
う
結

令
和
4
年 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
民
が
豊
か
で

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

果
と
な
り
、さ
ら
に
少
子
高
齢
化・過
疎
化

が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、竹
田
市
が
ど

ん
な「
ま
ち
」を
目
指
す
の
か
、市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
未
来
予
想
図
を
描
く
た
め
、

竹
田
市
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

農
業
な
ど
の
基
幹
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、

地
場
産
業
の
振
興
や
新
た
な
企
業
誘
致
を

図
る
こ
と
を
強
力
に
推
し
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

念
願
で
あ
っ
た
防
災
の
要
で
あ
る
玉
来

ダ
ム
の
堤
体
も
昨
年
８
月
に
打
設
が
完
成

し
、い
よ
い
よ
竣
工
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

中
九
州
横
断
道
路
に
お
い
て
も
早
期
完
成

を
目
指
し
、更
な
る
予
算
獲
得
に
向
け
、国・

県
と
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、限
ら

れ
た
予
算
で
最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、知
恵
を
絞
り
な
が
ら
政
策
展
開
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少
の
特
効
薬

は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
こ
と
も
事
実

で
す
。

私
は
、少
子
高
齢
化・過
疎
化
に
あ
ら
が

う
政
策
の
推
進
を
強
力
に
進
め
る
と
同
時

に
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
竹
田
市
で
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、少
子
高
齢
化・

過
疎
化
に
あ
わ
せ
て
い
く
政
策
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、子
供
た
ち
の
教
育
環

境
の
充
実・質
の
向
上
に
も
力
を
注
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
を
は

じ
め
子
育
て
を
し
て
い
る
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
じ
っ
く
り
と
議
論
を
重

ね
、こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉・
介
護・
子
育
て
支
援
な
ど
、喫
緊

の
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
が
、よ
り
豊
か

な
市
民
生
活
の
確
立
の
た
め
、汗
を
か
き

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
竹
田
市
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
底

か
ら
念
じ
申
し
上
げ
ま
し
て
、年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

竹田市長
土居  昌弘
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今月の目次　− Lineup −

前 月 比
人　口 20,452 人 − 64 人
男　性 9,601 人 − 31 人
女　性 10,851 人 − 33 人
世帯数 10,049 世帯 −23世帯

※令和３年 12 月１日現在の住民基本台帳による

■表紙題字
　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

人 口 の う ご き

２
４
８
10
11

12
14
16

18
19

20
24

25
26

27
28

令和４年 新年のごあいさつ
特集！わがまちの高等学校
監査公表
竹田市孤立ゼロ推進協定締結 ほか
新型コロナワクチン接種のお知
らせ
たけたんトピックス
たけたんカレンダー
子育て世帯への臨時特別給付の
お知らせ ほか
健康コーナー
休日・夜間の在宅当番医院／健
康一直線
たけたんインフォ ほか
令和４年度償却資産（固定資産
税）の申告をお願いします ほか
図書館へ行こう！
グランツたけたからのお知らせ
／まるごと博物館
人権シリーズぬくもり ほか
郷土の植物／すくすく１歳／誕
生おめでとう ほか

今月の表紙…竹田高校書道・吟詠部

書道・吟詠部には１～３年生17
名が在籍しています。今年度は全
国総合文化祭和歌山大会に出場、

「書の甲子園」国際大会で入選等、
思う存分書道と向き合うことがで
きます。

地域のイベントにも積極的に参
加し、技術の向上を目指して一文
字一文字に魂を込めています。写
真は左側から渡邉苺香さん（竹田
中）、川原萌依さん（緑ヶ丘中）、吉
野綸花さん（久住中）、阿南咲千子
さん（緑ヶ丘中）、全員２年生。（　）
は出身中学。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
下
で
、改
め
て
学
校
教
育
が
見
直

さ
れ
、そ
の
意
義
を
問
い
直
す
一
年
と
な
り

「
キ
ラ
リ
輝
く
教
育
の
ま
ち
」

創
造
に
向
け
て

ま
し
た
。学
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
本
質
を
問
い
直
し
、明
る
い
未
来
を
信

じ
て
、こ
の
局
面
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

本
年
は
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
の
動
向

の
中
で
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
学
校
教
育
の
在

り
方
を
創
造
す
る
契
機
の
年
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。市
は
、夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
、

豊
か
な
知
性
や
健
や
か
な
心
と
体
を
兼
ね

備
え
、社
会
の
一
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ジ
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術
の
発

展
は
世
の
中
の
在
り
様
ま
で
変
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
教
育
を
取
り
巻
く
情
勢
は

変
化
を
続
け
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
児
童
生
徒
一
人
一
台
端
末
の
配
備
も

完
了
し
た
今
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。肝
心
な
こ
と
は
、「
学

び
た
い
、や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち

を
大
事
に
す
る
こ
と
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

学
び
の
火
を
消
す
こ
と
な
く
焚
き
つ
け
て

い
く
こ
と
、そ
う
い
っ
た
学
び
の
場
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
、学
び
の
選
択
肢
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
教
育
行
政
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
す
。

今
後
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
授
業
内
容
の
精
選
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、適
正
な
教
員
数
配
置
が

可
能
と
な
る
教
育
環
境
を
整
え
、中
学
校

で
は
教
科
専
門
性
を
高
め
、小
学
校
で
は

教
科
担
任
制
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、児
童
生
徒
の
自
治
活
動
を
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
、多
様
性
を
育
む
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

子
供
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
、

前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、安
全・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
に
取
り
組
み
、竹
田
市
の
全
て
の

子
供
た
ち
に
未
来
を
切
り
拓
く
力
と
意
欲

を
身
に
つ
け
さ
せ
、生
涯
に
わ
た
っ
て
向
上

心
を
持
続
す
る「
キ
ラ
リ
輝
く
教
育
の
ま

ち
竹
田
」創
造
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

教育長
志賀  哲哉



中学生の皆さんへ

I．竹田から輝く!
　　　竹高で輝く!

特
集
！
わ
が
ま
ち
の
高
等
学
校

〜
輝
く
竹
田
市
を
目
指
し
て
〜

文武両道なところがすごく魅力的です !

竹田高校の一番の魅力は、進路選択の道が豊富なと
ころです。大学進学だけでなく、専門学校進学や民間
企業への就職、公務員受験と幅広い選択が可能です。
１年次から進路探究や先生との面談を重ね、自分と向
き合いながら進路を決定できます。また、偏りなくどの
教科も満遍なく学ぶことができるため、進路選択にも
必ず役に立ちます。また、文武両道の精神のもと、大半
の生徒が部活動に参加し、勉強との両立を図っていま
す。部活動の場でも、自己理解を進めることができます。
中学生の皆さんは、まだまだ知らない職業や出会っ
ていない学問があると思います。普通科高校でそれら
の職業や学問と出会い、それからじっくり進路選択や
人生設計をすることが可能です。

124年の歴史を誇る竹田高校。竹田、豊
肥地区はもちろん、国内外で活躍する人材
を輩出しています。
進学校としてのイメージが強いのかも

しれませんが、竹田高校の魅力は決してそ
れだけではありません。部活動、学校行事、
生徒会活動、あいさつ。市外の高校へ行か
ずとも、竹田市にこんなにすばらしい学校
がある、ということを再発見してほしいと
思います。

本
市
に
は
、３
校
の
高
等
学
校
が
あ
り
、特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
未
来
は
決
し
て

順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
と
、高
校
入
試
に
お

け
る
通
学
区
域
の
撤
廃
に
よ
り
、厳
し
い
生
き
残
り
の

競
争
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
若
者
が
市
外
へ
流
出
す
れ
ば
、地
域
の
活
力

は
大
き
く
減
衰
し
て
し
ま
い
ま
す
。
高
校
の
存
続
は
、

市
の
存
続
と
直
結
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
月
号
よ
り
魅
力
あ
ふ
れ
る
高
等
学
校
を
紹
介
し

ま
す
。
第
１
弾
は「
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
」を
紹

介
で
す
。

大分県立竹田高等学校

↑昭和40年代、校門から見た体育館・本館・教室棟

↑現在の校門から見た体育館・本館・教室棟

工
く

藤
どう

  にちか さん（３年）
（竹田中学校出身）

伊
い

藤
とう

  香
か ほ

歩 さん（３年）
（竹田中学校出身）
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１年

応　用
クラス

数理

標　準
クラス

２年 ３年

数理
国公立
私立

文系
国公立

文系
私立
専門学校

数理

文系

文系

応用コース

応用コース

標準コース

標準コース

Ⅱ．輝く!合格実績、進学に強いのは当たり前、
　  一人ひとりの夢を全力応援！

過去３年間 合格実績

私は来春から竹田市で消防士として
働くことになっています。私が幼い頃高
熱で倒れた時、救急隊の迅速な行動で助
かった経験から、幼い頃より消防署で働
きたいと考えていました。
竹田高校では、公務員志望者を対象と

した特別講座を実施してくれたので、安
心して消防士志望一本で勉強できました。
これまでの経験を活かして４月から消
防学校で多くのことを学び、努力します。
そして、市民の安全を守り、子どもたちが
安心して暮らせる竹田市づくりに貢献し
たいと考えています。

私は緑ヶ丘中学校を卒業後、将来は地
域の方に寄り添える保健師になりたいと
思い、地元の進学校である竹田高校に入
学しました。竹田高校の良いところは、
生徒一人ひとりが自分の目標に向かって
頑張っているところと、先生方のサポー
トが本当に手厚いところだと思います。
また、１年次に竹田コミュニティ・プラ

ンニング（通称TCP）という、竹田市の将
来について考察する学習を積んだことで、
地元についてより深く考えるようになり
ました。
今後は竹田高校で学んだことを活かし、

「地域の健康を支える」という私の目標達
成に向けてさらに頑張っていきたいと思
います。

◎難関国公立大学
　九州大学（８名）
　お茶の水女子大学（１名）

◎国公立大学
筑波大学、熊本大学、広島大学、山口大
学、九州工業大学、福岡教育大学、宮崎
大学、鹿児島大学、長崎大学、大分大学、
下関市立大学、山口東京理科大学、高知
工科大学、北九州市立大学、宮崎県立看
護大学、宮崎公立大学、長崎県立大学、
熊本県立大学、大分県立看護科学大学
など

◎私立大学・専門学校など
早稲田大学、立教大学、上智大学、東京
農業大学、明治大学、法政大学、日本大
学、関東学院大学、同志社大学、立命館
大学、近畿大学、福岡大学、西南学院大
学、熊本学園大学、崇城大学、別府大学、
日本文理大学、立命館アジア太平洋大
学、大分県立芸術文化短期大学、別府医
療センター附属大分中央看護学校など

就　職

国公立大学合格者数　　45名
私立大学合格者数　 141名

昨年度合格実績

◎公務員
竹田市消防、大分県警、
愛知県警、高森町役
場、自衛隊など

◎民間
日本郵便、大分交通、
レゾネイトクラブくじゅ
うなど

確かな指導で大きく伸ばします！

後
ご

藤
とう

  千
ち

明
あき

 さん（３年）
（緑ヶ丘中学校出身）

羽
は だ の

田野  和
かず

也
や

 さん（３年）
（朝地中学校出身）
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自
律
自
尊 

進
取
研
鑽 

和
衷
協
同

勉
強
も
部
活
動
も
行
事
も
す
べ
て
に
全
力
で
取
り
組
む
竹
高
生
！

Ⅲ．授業

主なICT
・Teams……�たくさんの連絡事項もこれ一つで。

遠隔での授業配信もできます。
・スタサプ…�レベルに応じた解説動画を見ながら

理解を深められます。
・すらら……�AIにより、自分に最適な学習課題に

取り組めます。
・メタモジ…�個別学習にもグループ学習にも授業

中リアルタイムで先生や友人とやり
取りができます。

竹田高校ではタブレットを使っ
た授業がさかんに行われています！

竹田高校公式ホームページ
〈ほぼ毎日更新中〉

授業
楽しい！

森
もり

田
た

  翔
しょう

輝
き

 さん（２年）
（直入中学校出身）

藤
ふじ

田
た

  彩
あや

乃
の

 さん（２年）
（緑ヶ丘中学校出身）

臥
牛
祭 

（
文
化
祭
＆
体
育
祭
）

竹
田
高
校
の

一
番
ア
ツ
い
日
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Ⅳ．部活動

Ⅵ．行事

次号は「大分県立久住高原農業高等学校」を紹介します。

運動部
野球、陸上、山岳、ソフトテニス、弓道、バスケットボー
ル（男女）、バレーボール（男女）、サッカー、卓球、剣道

文化部
書道・吟詠、器楽、教科研究部（文芸、英語、科学）、美術、
茶道同好会、放送同好会、囲碁・将棋同好会、JRC

主な学校行事
春　�入学式、課題考査、教育合宿、歓迎遠足、生徒総会、
中間考査、高校総体、期末考査、進学ガイダンス

夏　�クラスマッチ、人権集会、夏季講習、健康と安全の
日集会、私の主張大会

秋　�臥牛祭、中間考査、生徒総会、竹田から輝く。一時
の名匠講演会、新人大会、期末考査、修学旅行

冬　�課題考査、推薦入試、学年末考査、強歩大会、卒業
式、高校入試、クラスマッチ

竹田高校では文化祭と体育大会を合わせて臥
が

牛
ぎゅう

祭
さい

と呼びます。た
だでさえ学校行事に燃える竹高生が、１年間で最もアツくなる日で
す。私は文化の部で総合司会を務めましたが、グランツでも学校でも、
全校生徒の熱気を強く感じました。学年対抗で行われる体育の部で
は、私は２年の団長を務めました。同級生たちの協力で最後まで戦い
続けることができました。３日間の臥牛祭を通じて、生徒はもちろん、
先生方も含めて、竹高が一つになれる感動の行事でした。この一体感
はどの学校にも負けないと自信を持って言えます！

伊
い

東
とう

  文
ぶんせい

成 さん（２年）
（直入中学校出身）

小
お の

野  颯
そう

真
ま

 さん（２年）
（三重中学校出身）

山岳部

バスケットボール部
放送同好会

器楽部

7 2022年１月発行



監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
　
　
後
藤　
英
一

　
　
　
　
山
村　
英
治

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
、令
和
３
年

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
各
月
に
お

い
て
、市
長
部
局
及
び
教
育
委
員

会
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、同

条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ

い
て
は
事
前
に
精
査
を
し
、監
査

当
日
は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係

書
類
等
の
審
査
を
行
い
、処
理
に

つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

市
長
部
局

■
農
政
課

「
竹
田
市
文
書
取
扱
規
程
」及

び「
竹
田
市
事
務
決
裁
規
程
」に

基
づ
き
処
理
し
た
帳
簿
等
を
提
出

す
る
こ
と
。

第
２
次
竹
田
市
農
林
業
振
興

計
画
に
基
づ
き
、豊
富
な
地
域
資

源
を
活
か
し
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
竹
田

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
産
品
の
確
立

を
図
る
と
と
も
に
、経
営
力
強
化

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
農
業
の
実
態
を
と
ら
え

る
作
業
に
取
り
組
み
、竹
田
市
を

牽
引
す
る
基
幹
産
業
を
創
出
し
て

い
く
た
め
に
、農
政
を
担
う
職
員

の
研
修
や
先
進
地
へ
の
派
遣
等
を

行
い
国
や
県
、関
係
機
関
や
生
産

者
の
求
め
る
人
材
育
成
に
努
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

農
業
施
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、大
切
な
時
期
を
迎
え
て

お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
農
林
整

備
課
と
連
携
を
図
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

■
畜
産
振
興
室

帳
簿
及
び
書
類
に
つ
い
て
は
指

摘
事
項
な
し
。

畜
産
業
の
生
産
振
興
を
図
る
た

め
、国
や
県
な
ど
の
補
助
制
度
を

活
用
し
、生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と

経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
る
経
営
安

定
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

生
産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
飼

養
戸
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、中
核
的
な
担
い
手
と
な
る

後
継
者
の
確
保
や
農
業
以
外
か
ら

の
新
規
就
農
を
進
め
る
取
り
組
み

を
要
望
す
る
。

畜
産
経
営
の
親
元
就
農
者
に
対

し
て
は
既
存
の
畜
舎
改
修
、人
工

知
能
A
I
と
カ
メ
ラ
を
利
用
し

た
管
理
や
発
情
検
知
シ
ス
テ
ム
、

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
対
す

る
手
厚
い
市
の
支
援
施
策
を
要
望

す
る
。

新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、廃

農
畜
舎
の
解
体
と
再
利
用
や
後
継

者
不
在
の
繁
殖
雌
牛
の
移
譲
等
、

関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
初
期
投

資
を
抑
え
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

和
牛
肉
を
輸
出
す
る
企
業
の
参

入
に
よ
り
、多
頭
化
と
ブ
ラ
ン
ド

化
、子
牛
の
高
価
額
維
持
、農
畜

産
物
の
６
次
産
業
化
、基
幹
産
業

と
観
光
業
と
の
連
携
に
よ
り
竹
田

市
全
域
の
経
済
活
性
化
に
繋
げ
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

■
農
林
整
備
課

耕
地
災
害
復
旧
事
業
補
助
金

一
件
、
大
野
川
上
流
事
業
一
件
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

一
件
、地
籍
調
査
事
業
補
助
金
一

件
に
つ
い
て
は「
竹
田
市
文
書
取

扱
規
程
」に
基
づ
き
決
裁
日
等
を

記
入
す
る
こ
と
。

竹
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
に
と
っ
て
、農
業
生
産
の

基
盤
と
な
る
農
業
用
施
設
な
ど

の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
農
業
経
営
の
安
定
に

向
け
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

国
営
大
野
川
上
流
農
業
水
利

事
業
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
大
蘇

ダ
ム
の
想
定
を
超
え
る
浸
透
問

題
に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
で
原

因
究
明
と
抜
本
的
な
浸
透
抑
制

対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、大
分・

熊
本
両
県
と
受
益
地
で
あ
る
阿

蘇
市・
産
山
村
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
要
望
強
化
に
一
体
的
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
。
ま
た
、新
た

な
利
水
施
設
と
受
益
地
に
並
ぶ

ハ
ウ
ス
や
露
地
野
菜
圃
場
の
拡

張
、ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
む

現
状
や
展
望
な
ど
、竹
田
市
の
農

業
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

か
、現
場
で
働
く
人
の
思
い
や
今

後
の
課
題
な
ど
を
、市
民
が
理
解

で
き
る
よ
う
な
展
示
や
放
映
に

よ
り
、継
続
し
た
事
業
成
果
の
報

告
を
要
望
す
る
。

農
業
施
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、大
切
な
時
期
を
迎
え
て

お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
農
政
課

と
連
携
を
図
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

■
上
下
水
道
課

企
業
債
台
帳
に
つ
い
て
は
、最

新
の
年
次
償
還
金
集
計
表
を
提
出

す
る
こ
と
。

平
成
30
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
竹
田
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
８
」

に
基
づ
き
、「
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
性
の
確
保
、安
全
な
水
の
保
証
、

危
機
管
理
へ
の
対
応
の
徹
底
」に
向

け
一
層
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

令
和
５
年
４
月
を
目
標
に
、簡

易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
の

適
用
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

円
滑
な
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

災
害
時
の
職
務
遂
行
に
つ
い
て
、

現
場
に
お
い
て
命
を
守
る
安
全
確
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保
が
で
き
る
よ
う
に
、常
日
頃
か

ら
防
災
活
動
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
意
識
化
を
図
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
荻
支
所

備
付
帳
簿
の
有
害
鳥
獣
対
策

事
業
綴
を
提
出
す
る
こ
と
。

荻
駅
交
流
館
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
は
、集
札
業
務
は「
行
政

処
分
」に
当
た
ら
な
い
た
め
、九

州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
と
の
指
定

管
理
業
務
の
見
直
し
と
、あ
わ
せ

て
荻
駅
交
流
館
条
例
を
改
正
す

る
こ
と
。

荻
支
所
が
独
自
に
定
め
て
い

る「
支
所
の
基
本
方
針
」に
基
づ

き
、市
民
が
い
つ
で
も
気
軽
に
相

談
で
き
る
体
制
が
引
き
続
き
取

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

指
定
管
理
を
委
任
し
て
い
る

農
産
加
工
所
で
は
特
色
あ
る
商

品
を
作
り
道
の
駅
等
で
販
売
を

し
て
い
る
。
近
年
利
用
率
が
低

下
し
て
い
る
た
め
、市
民
や
関
係

団
体
に
呼
び
か
け
て
、利
用
率
を

さ
ら
に
高
め
、地
域
の
食
材
を
活

か
し
た
商
品
開
発
の
後
押
し
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

 

教
育
委
員
会

■
竹
田
幼
稚
園

配
分
予
算
の
支
払
い
処
理
は
竹

田
市
予
算
規
則
及
び
竹
田
市
会
計

規
則
に
沿
っ
て
行
う
こ
と
。

寄
附
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、竹
田
市
物
品
取
扱
規
則
及
び

竹
田
市
寄
附
採
納
事
務
取
扱
要

綱
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
。

令
和
２
年
度
の
教
育
課
程
研

究
会
の
主
題
を「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
関
連
付
け
な
が

ら
実
施
す
る
学
校
評
価
」と
し
て
、

研
究
テ
ー
マ
を「
教
育
課
程
や
指

導
の
状
況
を
評
価
し
、改
善
に
つ

な
げ
る
た
め
の
学
校
評
価
の
あ
り

方
」と
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。子
ど
も
た
ち
が
人
間
と
し
て

社
会
と
関
わ
る
人
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
基
礎
を
培
う
幼
稚
園

の
基
本
方
針
に
そ
の
成
果
を
大
き

く
反
映
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
期

待
す
る
。ま
た
、教
育
目
標
の「
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
」に
向
け
て
、家
庭・
地
域・
関

係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
南
部
幼
稚
園

配
分
予
算
の
支
払
い
処
理
は

竹
田
市
予
算
規
則
及
び
竹
田
市

会
計
規
則
に
沿
っ
て
行
う
こ
と
。

寄
附
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
は
、竹
田
市
物
品
取
扱
規
則
及

び
竹
田
市
寄
附
採
納
事
務
取
扱

要
綱
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
。

目
指
す
園
像
・
教
師
像
・
家
庭

像・
地
域
像
を
明
ら
か
に
し
て
重

点
目
標
を
定
め
、「
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育

成
」を
教
育
目
標
に
定
め
て
、研

究
テ
ー
マ
を
決
め
て
幼
稚
園
の

運
営
を
し
て
い
る
。
研
究
テ
ー

マ
の
成
果
を
基
に
し
て
、園
教
育

方
針
に
あ
る
、子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
の
基
礎
を
総
合
的
に
育

成
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
期
待

す
る
。
ま
た
家
庭
・
地
域
・
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
災
害
の
経
験
か

ら
、防
災
管
理
の
徹
底
を
期
し
て

幼
稚
園
、保
護
者
、地
域
の
方
々

と
共
に
適
時
、非
常
災
害
時
の
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
演
習
を

行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
直
入
幼
稚
園

配
分
予
算
の
支
払
い
処
理
は
竹

田
市
予
算
規
則
及
び
竹
田
市
会
計

規
則
に
沿
っ
て
行
う
こ
と
。

寄
附
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、竹
田
市
物
品
取
扱
規
則
及
び

竹
田
市
寄
附
採
納
事
務
取
扱
要

綱
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
。

教
育
目
標
の「
た
く
ま
し
く 

心

豊
か
で 

意
欲
的
な
子
ど
も
の
育

成
」に
向
け
て
、家
庭・
地
域・
関

係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

帳
簿
及
び
書
類
に
つ
い
て
は
指

摘
事
項
な
し
。

学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員

配
置
基
準
の
見
直
し
に
伴
う
業
務

負
担
に
つ
い
て
、市
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
。運

営
目
標
の「
組
織
力
を
生
か

し
、竹
田
市
全
体
の
学
校
教
育
の

推
進
に
と
り
く
む
」に
向
け
て
、

竹
田
市・
各
小
中
学
校
と
の
連
携

を
更
に
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場

給
食
費
の
未
納
分
徴
収
に
つ

い
て
は
、特
に
現
年
分
を
優
先
す

る
こ
と
。
過
年
度
分
に
つ
い
て

は
分
納
誓
約
書
の
提
出
や
法
的

措
置
も
検
討
の
う
え
、滞
納
解
消

に
努
め
る
こ
と
。

備
品
台
帳
は
所
管
し
て
い
る

全
て
の
直
近
の
台
帳
を
提
出
す

る
こ
と
。

学
校
給
食
法
に
定
め
ら
れ
た

目
標
に
沿
っ
て
、「
児
童
、
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
」、「
望
ま
し

い
食
習
慣
」、「
食
料
の
生
産
、流

通
及
び
消
費
」、「
地
産
地
消
の
推

進
」な
ど
、正
し
い
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

栄
養
士
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

県
下
の
同
規
模
の
調
理
場
の
状

況
を
参
考
に
２
名
体
制
と
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

職
員
の
健
康
管
理
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

徹
底
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

■問
監
査
事
務
局　
☎
63-

４
８
１
９
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↑�左から首藤文彦九州アルプス商工会会長、都築員守竹田商工
会議所副会頭、土居昌弘竹田市長、木部眞里子竹田市社会福
祉協議会会長

竹田市地域みまもり隊
見守りステッカー

「竹田市地域みまもり隊」に登録
した事業者が、市民をさりげなく
見守ります!!

■問高齢者福祉課（高齢者）	 ☎63-4809
　社会福祉課（障がい者・子ども）	 ☎63-4811
　竹田市地域包括支援センター	 ☎64-0310
　（竹田市社会福祉協議会内）

11月29日、竹田市、竹田市社会福祉協議会、竹田商
工会議所、九州アルプス商工会は竹田市孤立ゼロ推
進協定を締結しました。

この協定は、日常業務の中で地域の高齢者、障がい
者、子ども等に接することの多い民間事業者が、「竹
田市地域みまもり隊」に登録し、高齢者等の異変を発
見した場合に、市や竹田市社会福祉協議会に情報を
提供するもので、これにより高齢者等を見守る体制を
確保し、住み慣れた竹田市で安心して暮らせる地域
づくりを目指します。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

竹
田
市
で
は
平
成
21
年
度
に
相
談
窓
口
を
開
設
、
平
成
24
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
に
よ
る
被

害
、
商
品
事
故
の
苦
情
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
、
被
害
の
未
然
防
止

や
事
業
者
と
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
る
被
害
の
回
復
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
背

景
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ま
た
、
地
震
・
水
害

と
い
っ
た
自
然
災
害
の
多
発
に
乗
じ
た
高
額
・
不
必
要
な
工
事
な
ど
を
押
し
付
け
る
商

法
等
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
令
和
４
年
４
月
に
は
成
年
年
齢
の
18

歳
へ
の
引
き
下
げ
が
控
え
て
お
り
、
若
年
層
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
わ
り
目
と
も
い
え
る
今
、
高
齢
者
へ
の
見
守
り
や
子
供
の
安

全
確
保
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
相
談
体
制
の

一
層
の
強
化
を
図
り
、
消
費
者
行
政
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
１
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
市
長

本
市
の
消
費
生
活
相
談
件
数
は
年
間
約

80
件
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。「
訪
問

販
売
」や「
通
信
販
売
」に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
、お
う
ち
時
間
が
増
え
た
最
近

で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
を
介
し
た「
内
職
商
法
」や「
定
期
購
入
」

に
関
す
る
相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止・
拡
大

防
止
、被
害
ゼ
ロ
を
図
る
た
め
、消
費
者

相
談
体
制
の
一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、こ
こ
に
表
明
し
ま
す
。

■問
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
63-

４
８
３
４
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竹 田 市 孤 立 ゼ ロ 推 進 協 定 締 結
高齢者等の異変発見から連絡までの流れ

安否確認

緊急性が
ある場合 通報

警　察　１１０番
消防署　１１９番

竹田市地域見守り隊 □高齢者福祉課　□社会福祉課
□竹田市地域包括支援センター

異変を連絡

病気、けが、
事故等を発
見した時

異変発
見

見守り
見守り

緊急
措置

緊急
措置



新型コロナワクチン接種のお知らせ 第６弾
令和３年12月13日現在

追加接種（３回目接種）について
新型コロナワクチンの接種を行うことで、新型コロナウイルス感染症による死亡者や重症者の発生をでき

る限り減らし、結果として新型コロナウイルス感染症のまん延防止を図ることを目的としています。ワクチ
ンの感染予防効果を持続させるため、12月から追加接種（３回目接種）を行っています。

 接種券について
接種の時期が近づいた方から順番に、接種券をお送りします。封筒の中に、『接種券が一体となった予診票・

接種済証・予約方法のご案内』が入っています。
お送りする予診票と接種済証に１回目・２回目の接種記録が印字されています。その接種記録を確認するこ

とで、３回目接種を受けることができます。予約方法のご案内を確認し、３回目接種の予約を行います。接種
券は大切に保管し、接種日当日に必ずご持参ください。

 住所地外接種について
接種１回目・２回目と同様に、原則住民票所在地で接種を受けることになっています。例外として、仕事や

就学などの都合で住所地外にお住まいの方は、届出をすることでお住まいの市町村で接種を受けることがで
きます。届出を省略できる場合もありますので、ご不明な点はお住まいの市町村にお尋ねください。（竹田市
外のかかりつけ医で接種をご希望の方は、届出は不要です。）

 ２回目接種後に、竹田市に転入された方
３回目接種を希望される方は、接種券の発行申請を行ってください。郵送・電話・窓口・コロナワクチンナビ（イ

ンターネット）で申請ができます。

【５歳～１１歳以下の方の接種について】
現在、国において５歳～11歳以下の方への接種が検討されています。使用するワクチンは「小児用ファイザー

社ワクチン」です。早ければ令和４年２月以降に接種が開始される見込みです。

１度も接種がお済みでない方の予約を受け付けています

■問竹田市新型コロナワクチン接種相談窓口　午前９時〜午後５時（月曜日〜金曜日）　☎63-4840

接種券送付 接種開始
①医療従事者 11 月下旬 12 月以降
②高齢者施設の入所者等 12 月中旬 12 月以降
③ 65 歳以上の高齢者  １月中旬  ２月以降
④その他  １月下旬  ２月以降

場所（使用ワクチン） 接種日 予約電話
竹田医師会病院（ファイザー） 2/4 ㈮ 14:00 ～ ☎ 63-4840
大分県庁（モデルナ・アストラゼネカ） 月 1 回 ☎ 090-8494-0307

※12月13日時点の情報です。変更となる場合があります。

スケジュール

対　 象　 者　２回目接種の完了から原則８か月以上経過した18歳以上の方
ワクチンの種類　ファイザー・モデルナ（モデルナは令和４年２月以降の予定）
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一般社団法人日本善行会大分県竹田支部主催によ
る令和３年度日本善行章伝達式が市役所で行われま
した。

ボランティアによって行うさまざまな善行活動を
通じ、明るく住みよい社会環境づくりに貢献された
方々が受賞されました。今年の受章者は次のとおり
です。

【青少年健全育成の部】　神
かん

田
だ

　定
さだよし

義さん（久住・古市）
　　　　　　　　　　　志

し が
賀　和

かずひろ
博さん（久住・今村）

【事故防止の部】　　　　秦
しん

　榮
えいいち

一さん（竹田・下矢倉）

11月14日、九州電力は、令和４年６月に竣工予定の
「新竹田発電所」の完成を前に、近隣住民42人に向け
て見学会を開催しました。

竹田発電所は、運転開始から66年が経過し、施設の
老朽化が進んでいたため、水車、発電機、導水路等の
再開発工事を行っています。

併せて平成24年の九州北部豪雨において過去最大
流量を記録したことを踏まえ、豪雨による洪水に備え
た堰の安全性向上を目的として竹田調整池堰改造工
事も行っています。

九州電力担当の吉村さんは「今回実施する工事に
よって、竹田調整池堰の更なる安全かつ確実な運用
を図り、地域の安全・安心に繋げていきたい」と抱負を
語ってくれました。

羽
は だ の

田野忠
ただ

夫
お

さん（竹田・上角西）は「工事概要が見え
て安心。クリーンエネルギーが継続的に発電される
こと、水門の開口部の高さが２メートル大きくなるこ
とにより、私たちの生活の安全性が向上されることに
ほっとしている。」と笑顔で話しました。

和
わ だ

田響
おと

矢
や

さん（竹田中１年）が、JOCジュニアオリ
ンピックカップ第14回全日本ジュニアテコンドー
選手権大会で、中学生男子有級個人、プムセの部で
２位を獲得しました。

昨年と同様に新型コ
ロナウイルス感染症拡
大防止のため、オンラ
イン開催となりました。

和田さんは「来年こ
そは本会場で競技をし、
力を発揮して優勝した
い」と笑顔で抱負を述
べました。

12月５日、第75回竹田市駅伝競走大会が開かれまし
た。今年も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
無観客での実施となりましたが、選手たちは稲葉ダム
周回コースを寒さに負けず力いっぱい走り抜きました。

結果は次のとおりです。
【総合】　優　勝　　久住Ａ（58分44秒）
　　　　第２位　　荻　　（１時間21秒）
　　　　第３位　　玉来　（１時間３分50秒）

【Ｂ部】　優　勝　　嫗岳Ａ（１時間３分）
　　　　第２位　　宮砥　（１時間７分47秒）
　　　　第３位　　菅生　（１時間９分18秒）

テコンドー 全国２位！

つなげ地域の絆を!
稲葉ダム事業採択30周年記念
第75回竹田市駅伝競走大会

受章おめでとうございます
３人が日本善行章受章

↑新竹田発電所を見学した地域の皆さん（竹田調整池堰）

↑ひょうたん島をスタートする選手たち

↑前列左から神田定義さん、志賀和博さん、秦榮一さん

近隣住民が
新竹田発電所を見学

たけたんトピックス
TOPICS

広報たけた  令和４年１月号 12



工
く

藤
どう

英
えい

二
じ

さん（荻・藤渡）が、熊本県八代市で開催
された第21回全九州各県対抗シニアソフトテニス
大会、シニア男子70（70歳以上）団体戦で、工藤さん
が所属する大分県チームが見事に優勝。リーグ戦５
試合３ダブルスで大会が行われ栄冠を勝ち取りま
した。

工藤さんは「各県のトップ選手が集まった試合、
楽な試合はひとつもなくファイナルゲームになる
厳しい試合が多かった。大分県はチームワークもよ
く優勝できてとてもうれしい」と笑顔で話してくれ
ました。 12月４日、市総合運動公園で、少年少女駅伝ロード

レース大会が開催されました。
今年も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

ロードレースのみの開催となりましたが、児童たちは
力いっぱいの走りを見せてくれました。
主な結果は次のとおりです。（敬称略）

５年女子の部　１位　馬
ば ば

場　香
こ は ね

羽
　　　　　　　　　 （６分14秒・直入小）
５年男子の部　１位　大

おおつか
塚　史

ふ み と
翔

　　　　　　　　　 （６分２秒・直入小）
６年女子の部　１位　多

た だ
田　陽

ひ ま り
葵

　　　　　　　　　 （５分38秒・直入小）
６年男子の部　１位　工

く
藤
どう

　遼
りょう

也
や

　　　　　　　　　 （５分28秒・南部小）

九州大会優勝  工藤英二さん

元気いっぱいに走る子どもたち
第48回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会

↑有言実行、見事優勝した工藤さん

↑ AR ガイドアプリで見た本丸

↑寒さを吹き飛ばすスタートダッシュ

久
住
高
原
荘
は
、令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
被
災
し
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

令
和
３
年
１
月
か
ら
新
し
い
源
泉
を
確

保
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
に
挑
戦
し
、工

事
を
続
け
る
こ
と
９
か
月
、つ
い
に
待
望

の
50
度
以
上
の
温
泉
を
掘
り
当
て
、新
源

泉
の
確
保
に
成
功
し
ま
し
た
。

同
年
４
月
、ラ
フ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
株

式
会
社
は
新
指
定
管
理
者
と
し
て
久
住
高

原
荘
を「
天
空
の
大
地 

久
住
高
原
ホ
テ
ル
」

と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。
佐
藤
侑
司
社

長
は
、「
ま
ず
は
市
民
の
方
に
新
し
い
温
泉

を
満
喫
し
て
も
ら
い
た
い
。
市
民
無
料
開

放
日
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

市
民
無
料
開
放
日
は

 　
令
和
４
年
１
月 

毎
週 

金・土・日
曜
日

 　
　
　
　
　
２
月 

毎
週 

金・土・日
曜
日

 　
営
業
時
間　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

 

■問
久
住
高
原
ホ
テ
ル　
☎
76–

１
２
１
１

「
岡
城
時
空
散
歩
Ａ
Ｒ
ガ
イ
ド
」及
び

竹
田
市
歴
史
文
化
館
の
展
示
が
、一
般
社

団
法
人
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連

合
会
が
主
催
す
る「
第
40
回
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
産
業
賞
」に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
産
業
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、公
益
社
団
法
人
日
本
サ
イ
ン
デ

ザ
イ
ン
協
会
が
主
催
す
る「
第
55
回
日
本

サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
賞
」で
も
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。今
後
も
引
き
続
き
、さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
ル
を
用
い
な
が
ら
、市
の
歴
史

と
文
化
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■問
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課

　
☎
63-

４
８
１
８

温
泉
が
再
び
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

Ａ
Ｒ
ア
プ
リ

『
岡
城
時
空
散
歩
Ａ
Ｒ
ガ
イ
ド
』

が
Ｎ
Ｄ
Ｆ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

産
業
奨
励
賞
を
受
賞

たけたんトピックス
TOPICS
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１ 元日

６ ７ ８

13 14 15

20 21 22

27 28 29

木  Thu 金  Fri 土  Sat

 よりそいカフェ
よりそいカフェは認知症の人や
その家族、地域の住民らが気軽に
交流できる場所です。
◎竹田
■日６日・20日㈭ 10:00-11:30
■場みんなのいえカラフル
◎荻
■日11日・18日㈫ 10:00-12:00
■場荻「しらみず」
◎久住
■日６日・20日㈭ 10:00-12:00
■場久住「りんどう」
◎直入
■日21日・28日㈮ 10:00-12:00
■場直入「ゆのはな」
◎竹田北部「双城」
■日14日㈮・25日㈫ 13:00-15:00
■場出会いの湯
◎竹田南部「あけぼの」
■日12日㈬ 10:00-12:00 ■場入田分館
■日18日㈫ 10:00-12:00 ■場あ祖母学舎
■日26日㈬ 10:00-12:00 ■場宮砥分館

■問高齢者福祉課　☎63-4809

※新型コロナウイルス感染予防の観点から、行事が中止・延期となる場合があります。

 １月の主な施設の休館日等 
◎グランツたけた（毎週月曜日）
　※10日（月・祝）は開館します。
　なお、11日㈫は振替休館です。

◎佐藤義美記念館（毎週月曜日）
　※10日（月・祝）は開館します。
　なお、11日㈫は振替休館です。

◎竹田市歴史文化館・由学館
　（毎週木曜日）

◎竹田温泉「花水月」（毎週木曜日）
　※５日㈬は臨時休館します。

◎�荻の里温泉（毎週月曜日）
　※1日㈯・2日㈰・3日㈪・10日㈪
　　は営業します。
　４日㈫・11日㈫は振替休館です。

◎陽目の里「名水茶屋」
　冬季休業  12月～３月末まで

◎長湯温泉療養文化館「御前湯」
　（毎月第３水曜日）

◎長湯おんせん市場
　（毎月第３水曜日）

 月間・その他 
〇「はたちの献血」
　キャンペーン（～2／28）
〇成人の日（1／10）
〇110番の日（1／10）
〇緑の募金
　（1／15～5／31）

 ２月上旬のお知らせ 
１㈫
竹田市立幼稚園入園説明会
15:00～（各幼稚園）

 納期限のお知らせ 
１/31㈪
・�国民健康保険税（10期）、介護

保険料・後期高齢者医療保険
料（７期）

・�2022年荻地域新春歩こ
う会 6:00～開会式（荻公
民館から馬背野「高鼻公
園」まで）

　■料100円（小学生以上）
　■問荻公民館 ☎68-2025

・�第1回竹田市農業委員会
総会 14:00～

　（市役所本庁３階委員会室）

・�豊肥家畜市場〔成牛〕
　9:30～せり開始
　（豊後豊肥家畜市場）

・�３歳児健診 13:00〜
　�（竹田市総合社会福祉セ

ンター）
　■問竹田市子育て世代包括
　支援センター「すまいる」
　☎63-4823

・�令和４年竹田市消防特別
点検 10:00～

　（グランツたけた）
・�たけのこ文庫のおはなし会

15:00-15:30
　（竹田市立図書館）

※空いているスペースは、皆さんの予定を入れてご利用ください。

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間
■申期：申込期限
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２ ３ ４ ５

９ 10 成人の日 11 12

16 17 18 19

23 24 25 26

30 31

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed
たけたんカレンダー2022年 １月

令和４年

農業委員会事務局農地係からのお知らせ 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です。
（15日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）。　■問 農業委員会事務局　☎63-4815

・�献血 10:00-11:30、
　13:00-16:00 受付（竹田市
　総合社会福祉センター前）
　■問保険健康課 ☎63-4810

・地区巡回健診
　�8:30-10:30、（竹田市総合

社会福祉センター）※託児
あり（要予約）

�竹田市地域包括支援センターは、１月３日までお
休みです。緊急時は、☎090-4489-2454にご連
絡ください。
■問竹田市地域包括支援センター　☎64-0310

お知らせ

・令和４年竹田市成人式
　12:00受付
　13:00開始
　（グランツたけた）
　■問生涯学習課 ☎63-4817

・�豊肥家畜市場〔子牛〕
　9:30～せり開始
　（豊後豊肥家畜市場）
・�１歳６か月児健診 13:00〜
　�（竹田市総合社会福祉セ

ンター）
　�■問竹田市子育て世代包括

支援センター「すまいる」
　☎63-4823

・�年金相談[完全予約制]
　10：00-15:00
　（竹田市高齢者いきいき
　交流センター）
　■問日本年金機構大分年
　金事務所
　☎097-552-1211

[竹田]阿南　茂 ☎67-2608
[  荻 ]佐藤孝幸 ☎68-3510
■問大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）  ☎097-533-1100

[久住]荒巻英俊 ☎76-1312
[直入]兒玉龍明 ☎75-2426

１月の行政なんでも相談
地域 相談日 時間 開　催　場　所
竹田

19日
㈬

10:00

～

正午

竹田市総合社会福祉センター
荻 荻公民館 幼児室

久住 久住支所 1 階会議室
直入 直入支所 小会議室
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子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、０
歳
か
ら
18
歳
以
下
の

児
童
に
１
人
当
た
り
10
万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。本
市
で
も
、令

和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象
と
な
る
児
童（
特
例
給
付
の
支
給

対
象
児
童
を
除
く
）の
保
護
者
の
皆
様
に
支
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、

次
の
方
は
支
給
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
の
お
知
ら
せ

令和３年度

令和４年度

  

申
請
が
必
要
な
方

①
令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で

高
校
生
等（
平
成
15
年
４
月
２
日

～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
で
、

保
護
者
の
所
得
が
児
童
手
当
受

給
者（
特
別
給
付
を
除
く
）同
等

未
満
の
所
得
で
あ
る
保
護
者

②
所
属
庁
か
ら
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
公
務
員

③
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児

童（
新
生
児
）の
保
護
者

※
①
の
高
校
生
等
と
は
、高
校
生

に
加
え
、就
職
し
て
い
る
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
保
護
者
の
住
民
票
が
本
市
以

外
に
あ
る
場
合
は
、そ
の
市
町
村

の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

  
申
請
方
法

■
①
・
②
の
方
は
、竹
田
市
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー・
各

支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
ま

た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
①
の
方
で
、児
童
の
住
民
票
が

本
市
に
な
い
場
合
は
、児
童
の
住

民
票
と
別
居
監
護
申
立
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
②
の
方
は
、所
属
庁
の
証
明
が

必
要
で
す
。
ま
た
、高
校
生
等
を

養
育
し
て
い
る
世
帯
で
、高
校
生

等
の
住
民
票
が
本
市
に
な
い
場

合
は
、そ
の
住
民
票
と
別
居
監
護

申
立
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
別
居
監
護
申
立
書
及
び
所
属

庁
の
証
明
書
の
様
式
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、竹
田
市
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー・
各
支
所

に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
③
の
方
は
、出
生
時
の
児
童
手

当
申
請
手
続
き
の
際
に
、併
せ
て

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

申
請
受
付

１
月
５
日
㈬
〜
２
月
28
日
㈪

（
①
・
②
の
方
）

  

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
■問
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
８–

８
５
５
５

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地
）

☎
63-

４
８
２
３

振
り
込
め
詐
欺
等
に
注
意
を
！

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
に
は
竹

田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

令和４年度の放課後児童クラ
ブ利用申込の受付を開始します。
利用を希望される方は利用希望ク
ラブに直接お申し込みください。
●利用対象児童

保護者が労働等で昼間家庭に
いない小学生等
●申込受付期間

１月４日㈫～21日㈮
※�募集チラシや申込書等は各ク

ラブ、子育て世代包括支援セン
ター（社会福祉課内）、各支所市
民係に備え付けています。

■問竹田市子育て世代包括支援セ
　ンター「すまいる」
　☎63-4823

●クラブ名・連絡先

放課後児童クラブ利用申込のご案内
クラブ名 実施場所 連絡先

竹田こねこクラブ 竹田幼稚園内　 ☎63-1186
南部こじかクラブ 南部幼稚園内　 ☎63-1104
荻ぷちとまとクラブ 荻げんきこども園隣 ☎68-3056
久住校区学童保育 久住コミュニティーセンター「青空」 ☎090-5382-0972
都野校区学童保育 池ノ口集会所内　 ☎77-2155
なおいり児童クラブ なおいりこども園 ☎75-2380
祖峰っ子クラブ 旧祖峰幼稚園　　 ☎62-2956
城原っ子クラブ 城原小学校 ☎080-8587-4307
菅生放課後児童クラブ 菅生分館　 ☎080-2700-1287
豊岡こいぬクラブ 豊岡小学校ランチルーム内 ☎090-3668-6830
白丹っ子放課後児童クラブ 白丹公民館 ☎070-4095-3450

市公式HP
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市内障がい者事業所の利用者
の作品展「こころのアート展」が
12月３日から９日まで、城下町
交流プラザなどで開かれました。

会場には切り絵や版画、陶芸
や竹細工など75点の作品が展示
され、訪れた人は力作ぞろいの作品に見入っていました。

精神障がい者の就労・生活支援を目
的に、平成13年に設立された社会福
祉法人やまなみ福祉会（竹田市飛田川）
が20周年を迎え、11月13日に記念公
演会が開催されました。

関係者約90人が参加した公演会で
は、竹田市出身の落語家月亭太遊さん
の落語を楽しみ、会場は多くの笑いで
あふれました。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
第
17
回
歳
末
助
け
合
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
12
月
４

日
、グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、19
の
個
人・
団
体
が

和
太
鼓
や
民
謡
、寸
劇
な
ど
を
披

露
し
、会
場
に
詰
め
か
け
た
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ

い
た
協
力
券
１
１
６
０
枚（
令
和

３
年
12
月
９
日
現
在
）の
売
上
金

は
、地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
活

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、当
日
実
施

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
活
動
で
は
６
万
３
９
４
８
円
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

市
内
の
福
祉
関
係
機
関
で
組
織

す
る
竹
田
市
自
立
支
援
協
議
会
主

催
の「
令
和
３
年
度
家
族
交
流
会
」

が
12
月
９
日
、市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
と
思

い
を
共
有
し
、将
来
を
一
緒
に
考

え
よ
う
と
行
わ
れ
た
交
流
会
に
は

約
30
人
が
参
加
。「
現
代
社
会
に

お
け
る
司
法
と
福
祉
の
役
割
」を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
、参

加
者
相
互
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こぼれる笑顔“２年分”

心をつなぐアート展

設立20周年や ま な み
福 祉 会 が

家
族
に
と
も
に
寄
り
添
う

↑�社会的孤立を招かない福祉的支
援のあり方について意見を交わ
す参加者ら

↑息の合った演奏を披露した「梅幸会」の皆さん

↑�笑顔があふれた月亭太遊さん
の公演会。同法人では今後も、
障がいをもった方々が地域の中
でのびのびと生活していけるよ
うに、障がい福祉サービスの推
進に取り組んでいくそうです。

学 校 給 食 あ じ わ い だ よ り １/24～30は
「全国学校給食週間」

学校給食が始まったことを記念し、１月24日～30日を「全国学校給
食週間」としています。

竹田市では、昭和22年に竹田小学校でミルクとおかずの給食が始ま
りました。共同調理場は、荻地域に昭和41年、直入地域に昭和44年、久
住地域に昭和46年、竹田地域に昭和48年に設置されました。

それから毎日、たくさんの子どもたちが給食を食べて大人になって
いきました。これからも子どもたちの心と身体を育んでいく給食の役
割、また責任をずっしり感じながら、心と身体にやさしい給食を提供し
ていきたいと思います。

ところで、お正月といえば、お雑煮。１年の健康を願って、家族で元
旦に食べられてきました。皆さんのおうちのお雑煮にはいつも何が入
りますか？きっといろいろなお雑煮があると思います。１年に１回、家
族の健康を願い、会話をしながらみんなでゆっくりいただきたいですね。

（文責 久住小学校栄養教諭　足立　英子）

竹田市には３つの調理場があり、全
体で約1700食を作っています。地域
の食材をできるだけ取り入れながら、
メニューを考えています。「食べて、動
いて、眠って元気な竹田っこ！」を応援
しています。

今年もよろしくお願いします。

鏡開きの日の献立（直入調理場実施分）
　せりごはん、お雑煮、
　ぶりの照り煮、黒豆、牛乳
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健幸運動教室

■日１月４日･11日･18日･25日㈫
■場竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
■日１月７日･14日･21日･28日㈮
■場竹田市総合社会福祉センター
※両会場とも午後１時30分～２時30分
■問竹田総合インストラクター協会　☎75-3456

湯中運動プログラムの中止のお知らせ

１月の湯中運動プログラムは中止します。
■問保険健康課　☎63-4810

保健師健康相談

■日１月24日㈪　■場荻支所
■日１月27日㈭　■場久住支所
■日１月28日㈮　■場直入支所
※各会場ともに午後１時30分～３時
※相談日の前日まで要予約
■問保険健康課　☎63-4810

地区巡回健診

今年度最後の健診になります。健診がお済み
でない方はこの機会に受診をお願いします。
■日１月30日㈰　午前8時30分～10時30分
※�託児スペースを準備します。必要な方は１月27

日㈭までにお申し込みください。
■場竹田市総合社会福祉センター
■問保険健康課　☎63-4810

精神保健福祉相談

■日１月27日㈭　午後２時～４時
■場豊肥保健所　■料無料　※要予約
■申・■問豊肥保健所地域保健課
　　  ☎0974-22-0162

からだを知ろう会

体組成・体力測定をしてみませんか？６歳以上
であればどなたでも参加できます。
■日①１月18日㈫　午後 ３時～４時30分
　②１月24日㈪　午前10時～正午
　③１月30日㈰　午前10時30分～正午
■場竹田市直入B&G海洋センター体育館　■料無料
■問保険健康課　☎63-4810

健診・がん検診

元気なあなたも、治療中のあなたも早期発見・
治療のため年に1回の健康診査を受けましょう。
健康診査受診券の有効期限
・国民健康保険　　２月28日㈪まで
・後期高齢者医療　３月31日㈭まで
持参物　健康診査受診券、健康保険者証
※�健診を受ける際は、医療機関等に事前予約の

うえ受診してください。
■問保険健康課国保・高齢者医療係
　☎63-1111（内線178・179）
　大分県後期高齢者医療広域連合
　☎097-534-1771（代表）

こころの健康相談

■日１月11日・25日㈫　午後１時30分～３時30分
※相談日の前日午前中まで要予約
■場竹田市総合社会福祉センターまたは各支所
■問竹田市心の相談支援事業所　☎63-3346

季節性インフルエンザ予防接種の
費用助成期間の変更

全国的にワクチンの供給が遅れていることか
ら、高齢者定期接種※、国保加入者予防接種の
費用助成期限を変更します。
変更前　■期１月31日㈪まで
変更後　■期３月31日㈭まで
※２月１日㈫以降に65歳になる方は対象外
■問保険健康課　☎63-4810

健康コーナー※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。
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診療時間
9:00～12:00

（受付11:30まで）
※�当番医の情報に

ついては、大分
県歯科医師会の
ホームページで
も確認できます。

当番日 医 療 機 関 電 話 番 号
１㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
２㈰ 大久保病院 ☎64-7777
３㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241
４㈫ 志賀内科 ☎63-2083
５㈬ 道全内科 ☎63-2270
６㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304
７㈮ 久住加藤医院 ☎76-0008
８㈯ 大久保病院 ☎64-7777
９㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
10㈪ 大久保病院 ☎64-7777
11㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006
12㈬ 志賀内科 ☎63-2083
13㈭ 柚須医院 ☎63-2016
14㈮ 竹田クリニック ☎64-9000
15㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
16㈰ 大久保病院 ☎64-7777
17㈪ 道全内科 ☎63-2270
18㈫ 志賀内科 ☎63-2083
19㈬ 道全内科 ☎63-2270
20㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387
21㈮ 柚須医院 ☎63-2016
22㈯ 大久保病院 ☎64-7777
23㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
24㈪ 道全内科 ☎63-2270
25㈫ 志賀内科 ☎63-2083
26㈬ 秦医院 ☎63-2246
27㈭ 竹田診療所 ☎62-4014
28㈮ 古島眼科 ☎63-2407
29㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
30㈰ 大久保病院 ☎64-7777
31㈪ 道全内科 ☎63-2270

当 番 日 医 療 機 関 電 話 番 号
１／ １㈯ 陽だまり歯科医院（野津町野津） ☎0974-32-7864
１／ ２㈰ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118
１／ ３㈪ 芦刈歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7700
１／ ９㈰ 竹下歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-62-2662
１／10㈪ 朝地町アルファ歯科医院（朝地町坪泉） ☎0974-72-1032
１／16㈰ 歯科筑紫医院（久住町久住） ☎0974-76-0024
１／23㈰ 市場のはいしゃさん（三重町市場） ☎0974-22-1455
１／30㈰ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
２／ ６㈰ 岩田歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7220
２／11㈮ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
２／13㈰ みどり歯科クリニック（緒方町下自在） ☎0974-42-3031

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項

※�当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新の情報は、ケーブルテレ
ビのデータ放送「休日当番医」をご覧いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認
できます。

■問 豊後大野市民病院 ☎0974-42-3121
■問 みやわき小児科    ☎0974-24-0230
■問 三重東クリニック ☎0974-22-6333
■問 竹田市立こども診療所 ☎63-3838
受付時間　医療機関によって異な
りますので、あらかじめ医療機関
に電話等でお問い合わせください。
診療時間　9:00～12:00
※�院外薬局が休みの場合には、あらかじ

め用意された約束処方となることがあ
りますので、ご了承ください。

※�当番医療機関については、やむを得ず
変更になる場合があります。

※�毎月の当番表については、各医療機関
の院内に掲示するほか、「おおいた医療
情報ほっとネット」で公開しています。

https://iryo-joho.pref.oita.jp/srh_toban.html

１月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

歯科休日当番医院

・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ
けそこで診てもらうようお願いします。

・�当番医院は、やむを得ず変更される場合が
あります。必ず事前に症状などを電話で連
絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・�原則として小学生以下の小児救急に関して

は、小児科外来休日当番医院を受診してく
ださい。

当 番 日 医 療 機 関
１／ １㈯ 豊後大野市民病院
１／ ２㈰ 豊後大野市民病院
１／ ３㈪ 豊後大野市民病院
１／ ８㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／ ９㈰ 豊後大野市民病院
１／10㈪ 豊後大野市民病院
１／15㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／16㈰ 豊後大野市民病院
１／22㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／23㈰ みやわき小児科
１／29㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／30㈰ 豊後大野市民病院
２／ ５㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／ ６㈰ 豊後大野市民病院
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第22回
市 民 が 主 役 !

健康一直線
生活習慣病図１：令和元年度 国保健診受診者有所見割合

（健診時において検査項目の数値が基準値より
高い人の割合）

Facebookページ
「たけたんすこやか
Life」では定期的に
健康づくりに関す
る情報をお届けし
ています。
フォローしてくだ
さいね。

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■申期：申込期限
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検査項目 竹田市 大分県
BMI 26.9% 26.5%
収縮期血圧 42.7% 45.4%
拡張期血圧 21.9% 19.3%
LDLコレステロール 52.3% 53.5%
中性脂肪 15.0% 21.3%
HDLコレステロール 2.4％ 4.1％
HbA1c 66.7% 57.2%
クレアチニン 1.1% 1.1%



※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

大分県交通事故巡回相談

■日１月27日㈭　午前10時～午後３時
■場豊肥振興局　■料無料　※要予約
■申・■問豊肥振興局　☎63-1171

行政書士相談会

■日１月19日㈬　午後１時30分～４時30分
■場 J:COMホルトホール大分410会議室
■料無料　※要予約
■申・■問大分県行政書士会事務局
　　  ☎097-537-7089　FAX 097-535-0622

司法書士無料法律相談会

土地・建物等の売買・贈与・相続・住所氏名変更
等の登記の相談、会社・組合・その他の法人の設立・
役員変更・解散等の登記の相談会を開催します。
お気軽にご利用ください。
■日１月29日㈯　午前９時～正午
■場竹田市中央公民館竹田分館
■問大分県司法書士会豊肥支部　☎62-2611

第３回危険物取扱者試験

■日３月６日㈰　午前10時〜、午後２時〜
■場大分大学　■期電子申請は１月15日㈯～24日㈪
　　　　　　　書面申請は１月18日㈫～27日㈭
願書配布場所　県内各消防本部
試験種類　乙種第４類のみ
■問消防試験研究センター　☎097-537-0427

マイナンバーカード申請等の
休日臨時窓口を開設

マイナンバーカード申請に関する手続きのほか、
カードの交付及び電子証明書・カードの更新手続
きについて下記の日程で受け付けます。
■日１月９日㈰・２月13日㈰　午前９時～正午
■場本庁１階市民課
※支所では受け付けできません。
■問市民課市民係　☎63-4804

大分公証人合同役場出張無料相談会

相続争いを防ぐための遺言や、将来認知症にな
ったときに自己の財産の管理や身上監護をして
くれる後見人を自ら指定する任意後見契約など、
自己や家族の生活を守ってくれる公正証書の作
成について、無料相談会を開催します。
■日１月８日㈯・２月５日㈯　午前10時～正午
■場竹田市総合社会福祉センター　※予約制
■申・■問大分公証人合同役場　☎097-535-0888

竹田市総合計画審議会の市民委員を募集します
『みんなでつくろう　みんなの竹田市』

新たなまちづくりの指針に、広く市民の意見を
反映させるため、委員を公募します。
応募資格　�市内在住の18歳以上の方で、平日昼

間の会議に参加できる方、及び他の審
議会等の委員でない方

募集期間　１月４日㈫～31日㈪　■定若干名
応募方法　�応募用紙に必要事項を記入のうえ、提

出をお願いします。800字程度の小論
文が必要になります。詳細は市公式ホ
ームページをご覧ください。

選考方法　書類による選考
■問企画情報課総合政策室　☎63-4801 市公式ＨＰ

たけたんインフォ※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。
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新成人のみなさんへ ～20歳になったら国民年金～

国民年金は、老後の暮らしをはじめ事故などで
障がいを負ったときや、一家の働き手が亡くなった
ときに、みんなで暮らしを支え合うという制度です。
①�20歳になった方には、国民年金に加入したこと

のお知らせが送付されます。（厚生年金加入者
は除く）同封されている納付書で納付期限内に
保険料を納めてください。

※�国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合
は、保険料の納付が免除または猶予される制度
があります。

②�年金手帳は別途送付されます。納付の確認や年
金を受け取る際に必要ですので、大切に保管し
てください。

※�厚生年金保険の被保険者だった方、障害・遺族年
金を受給している方（していた方）にはお送りしま
せん。詳しくは、下記までお問い合わせください。

■問大分年金事務所国民年金課　☎097-552-1211

介護職再就職支援講習会

■日２月２日㈬～４日㈮　午前10時～午後３時
■場大分県社会福祉介護研修センター
■対介護経験者、有資格者
■定20人（要申込・先着順）　■料無料
■申・■問大分県社会福祉介護研修センター
　　  ☎097-552-6888　FAX 097-552-6868

市営住宅の入居者を随時募集中！！

募集住宅、入居資格及び入居条件など、詳しく
は下記までお問い合わせください。
■問竹田市住宅管理センター　☎63-4400

令和３年度たけた福祉健康フェア
「輝けみんなのいのち」～コロナ時代をすこやかに～

■日１月22日㈯　午後１時30分～
■場グランツたけた
■料無料
内容　講演、展示・体験コーナー
■問保険健康課　☎63-4810

令和３年度竹田市「健康チャレンジ」の
応募締切は１月31日㈪です

ポイントを貯めて健康も商品券もゲットを目指
しましょう！
■対20歳以上の竹田市民
■期１月31日㈪まで
応募用紙配布先
保険健康課または各支所、各地区公民館等
※市公式ホームページからダウンロードもできます。
■問保険健康課　☎63-4810

第33回豊の国ねんりんピック
「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展」
作品募集

５月17日㈫～22日㈰に開催される、豊の国ね
んりんピック「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳
展」の作品を募集します。
募集資格　60歳以上
募集点数　短歌１首、俳句２句、川柳２句まで
　　　　　（未発表作品、川柳課題：「水」）
応募規定　専用応募ハガキを用いること
　　　　　高齢者福祉課及び各支所に設置
■期１月31日㈪まで（当日消印有効）　■料無料
■問高齢者福祉課　☎63-4809竹田市営住宅

市公式HP

市公式HP

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■申期：申込期限
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

売り払い（一般競争入札）を行います

出品物　キャビネット、児童用イス、丸イス
　　　　テーブル、冷蔵庫、児童用机等
◎事前下見会
■日１月12日㈬　午前９時30分～11時30分
■場旧宮城台小学校
◎入札会
■日１月19日㈬　午前10時（受付は午前９時30分～）
■場旧宮城台小学校
※備品については、すべて現状渡しです。
※故障、不調等の補償はありません。
※�詳細については市公式ホームページをご覧ください。
■問教育総務課施設管理係　☎63-4816

緊急通報装置を貸与します

お一人で暮らしている高齢者の方に、緊急通報
と毎朝の安否確認ができる装置を貸与します。ボ
タンを押すと24時間365日対応のコールセンター
につながり、救急車を要請できます。据置型と携帯
型の２種類があります。申請時に選択してください。
■対65歳以上の独居世帯
■料月額880円（設置費、本体代金無料）
■申・■問高齢者福祉課　☎63-4809

線路沿線の倒木災害防止のお願い

近年、木が線路内に倒れ込んで設備を破損したり
列車運行の妨げとなる事象が発生しています。線路
近くの所有地で木を伐採される際や、切った木が線
路内へ倒れ込んだり、のり面上部より落ちそうな作
業を行われる際はJR九州へご相談ください。
■問 JR九州大分鉄道事業部　☎097-513-5853

都市計画マスタープラン・立地適正化計画・
地域公共交通計画に関するワークショップ

「都市計画マスタープラン」の改定、「立地適正
化計画」、「地域公共交通計画」の策定を行ってい
ます。それに伴い計画の説明会とまちづくり、交
通に関するワークショップを開催します。詳細に
ついては１月の自治会宛文書、または市公式ホー
ムページをご確認ください。
■問建設課　　　☎63-4848
　企画情報課　☎63-4801

確定申告に関するご相談は、
確定申告電話相談センターへ！

熊本国税局では、所得税、消費税及び贈与税の
確定申告に関する相談に対応するため、下記の期
間に「確定申告電話相談センター」を開設します。
竹田税務署に電話していただき、音声ガイダンス
に従って「０」番を選択した後、ご用件をお話しく
ださい。
■期１月14日㈮～３月15日㈫
■問竹田税務署　☎63-3141

マイナンバーカードの確定申告での
活用方法

所得税の確定申告では、カードをスマホで読み
取り、申告書をe－Taxで作成して提出すること
ができます。また、マイナポータル連携により、証
明書等のデータを取得して申告書へ自動入力で
きるなど、カードを利用した申告手続が便利にな
っています。ご自宅でのスマホ申告など、カード
の積極的な利活用をお願いします。
■問竹田税務署　☎63-3141

※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。 たけたんインフォ
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地元で働いてみませんか？（12月７日現在）
ふ る さ と 求 人 情 報

[フルタイム]
1 携帯電話販売員 １人 14.3～20.3万円
2 厨房職員 １人 14.5～22万円
3 土木施工管理技士 ３人 25～30万円
4 一般事務 １人 16～25万円
5 製造スタッフ １人 15.5～18万円
6 歯科受付・補助作業 １人 15.8～16.7万円
7 車検整備士 １人 15.1～27.1万円
8 ガソリンスタンド販売・配達員 １人 14.5～17万円
9 保育士 １人 18万円
10 配送員 １人 18～25万円
11 正看護師 １人 21～23万円
12 一般作業員 ３人 20～30万円
[パート]（時給）
13 作業員（出荷、シール貼り）１人 822円
14 接客係 １人 830円
15 惣菜担当 ２人 850円
16 生花販売及び配達 １人 822～900円
17 ナイトフロント １人 830円
18 送迎運転手 ２人 1,000円
19 看護助手　介護 １人 830～1,200円
20 清掃係 １人 900円
21 調理員 １人 825～890円
22 フロント業務 １人 900円
23 品出し業務 ２人 885円
24 受付業務全般 １人 822～1,000円

※�この求人情報には、掲載後の採用・内定などで
取り消された求人や求人内容が変更された求
人もありますのでご了承ください。

■問竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

令和２年国勢調査・竹田市の人口世帯数

令和２年10月１日を調査期日として実施され
た令和２年国勢調査人口等基本集計結果が公表
されましたのでお知らせします。
　　〇人口　２０，３３２人
　　〇世帯　　８，６９９世帯
●人口 （単位：人）

令和２年 平成27年 増減 増減率（%）
竹田市 20,332 22,332 △2,000 △8.96
旧竹田市 12,171 13,483 △1,312 △9.73
旧荻町 2,602 2,833 △231 △8.15
旧久住町 3,596 3,865 △269 △6.96
旧直入町 1,963 2,151 △188 △8.74

●世帯 （単位：世帯）
令和２年 平成27年 増減 増減率（%）

竹田市 8,699 9,100 △401 △4.41
旧竹田市 5,455 5,734 △279 △4.87
旧荻町 1,060 1,090 △30 △2.75
旧久住町 1,396 1,452 △56 △3.86
旧直入町 788 824 △36 △4.37
出典「令和２年国勢調査結果」（総務省統計局）

※�増減率については、小数点第３位を四捨五入し
ています。

■問企画情報課総合政策室　☎63-4801

死亡野鳥を発見した場合は早めのご連絡を

現在、国内の家きん類や野鳥から高病原性鳥イ
ンフルエンザウイルスの検出が確認されています。
高病原性鳥インフルエンザは、多くの場合飛来す
る野鳥から家きん類へ感染するとされ、市内にお
いてもこれから本格的な冬鳥の飛来シーズンを
迎えます。死亡野鳥を発見した場合は農政課及び
各支所までご連絡ください。

また、家きんを飼養している方は、家きんの健
康を日々観察し、異常が生じた場合は速やかに畜
産振興室までご連絡ください。
※�野鳥はエサが取れずに衰弱したり、環境の変化

に耐えられずに死んでしまうこともあります。
野鳥が死亡していても、直ちに鳥インフルエン
ザを疑う必要はありません。

■問農政課（死亡野鳥の通報）　　☎63-4805
■問畜産振興室（家きんの異常）　☎76-0021

空き家バンクに登録しませんか

空き家バンクとは、市への居住を希望する方と
賃貸や売買の意向のある“空き家”の所有者をマ
ッチングする制度です。住まなくなったり、使用
しなくなった家屋を所有している方は、竹田市空
き家バンクに登録しませんか。
■問企画情報課総合政策室　
　☎63-4801

空き家HP

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■申期：申込期限
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新刊のご案内新刊のご案内

開館のご案内開館のご案内

１月、睦月となりました。新しい年が明けて、すがすがしいお
正月をお過ごしのことと思います。
今年はどんな一年になるでしょうか？どんなことがあって
もどんなときでもそばに一冊の本があれば大丈夫！図書館は
１月４日㈫から開館しています。あたたかい図書館へぜひお越
しください。

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日
荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等
久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

図書館へ
行こう !

１月号

L e t ' s  g o  t o  t h e  l i b r a r y

  今月の読み聞かせ
おはなしひろば　　　　　　　  毎週火曜日　　10:30 ～ 11:00
おはなしルーム　竹田幼稚園　  １月 13 日㈭ 14:00 ～ 14:30
　　　　　　　　南部幼稚園　  １月 20 日㈭ 14:00 ～ 14:30
たけのこ文庫のおはなし会　　  １月　８日㈯ 15:00 ～ 15:30

【一般書】
• 夜が明ける［新潮社］ 西　加奈子
•ボーダーライト［小学館］ 今野　敏
•闇祓［KADOKAWA］ 辻村　深月
•塞王の楯［集英社］ 今村　翔吾
•月夜の森の梟［朝日新聞出版］ 小池　真理子
•不安と折り合いをつけてうまいこと老いる生き方［すばる舎］
 中村　恒子、奥田　弘美
•100万回死んだねこ-覚え違いタイトル集-［講談社］
 福井県立図書館
• LIFE SHIFT 2 100年時代の行動戦略［東洋経済新報社］
 アンドリュー・スコット、リンダ・グラットン
•母のトリセツ［扶桑社］ 黒川　伊保子
•カムカムエヴリバディ-平川唯一と「ラジオ英語会話」の時代-
　［NHK出版］　 平川　洌
【児童書】
• 北条義時-鎌倉幕府をゆるぎないものにした真の立役者-
　［集英社］ 野間　与太郎　まんが
•フラ・フラダンス［KADOKAWA］
 八坂　圭　文／永地　挿絵
•魔女みならいのキク［PHP研究所］
 草野　あきこ　作／ひがし　ちから　絵
•あっしはもしもし湾にすむカメ次郎ともうします
　［偕成社］ 岩佐　めぐみ　作／高畠　純　絵
• 明日のカルタ-学校では教えてくれない人生を楽しくする46の方法-
　［日本図書センター］ 倉本　美津留　著／朝倉　世界一　絵
•自然を再生させたイエローストーンのオオカミたち［化学同人］
 キャサリン・バー　文／ジェニ・デズモンド　絵
•ノラネコぐんだんラーメンやさん［白泉社］ 工藤　ノリコ
•ほしじいたけほしばあたけ-おにたいじはいちだいじ？-
　［講談社］ 石川　基子
 　他300冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊

読み聞かせにおすすめの一冊読み聞かせにおすすめの一冊

この本は平成21年４月から３期12年にわ
たって竹田市長を務めてきた著者が、これま
での挑戦の数々、取り巻く環境や政策の実践
に際してのドラマを綴ったものです。
市長就任後、『広報たけた』に掲載したコラ

ムを中心に、フェイスブックからのエッセイ
とドイツ文学者の池内紀氏からの便りを編
集しています。本のカバーや挿入されている
水墨画は著者によるもの。エッセイと合わせ
てご覧ください。

明治二十年、東京浅草の東春寺は、相場師も
兼ねるユニークな僧侶・冬伯と弟子の玄泉が切
り盛りする。今日は経営不振に悩む料理屋の女
将・お咲が寺を訪れ、店に“幽霊”が現れたと打ち
明けるが…。
お産をめぐる顛末、“お宝”の噂…。彩り豊かな

全五話の短編から驚きの広がりを見せる物語。
「しゃばけ」「まんまこと」の著者が描く、明治
の洒脱な連作時代エンターテインメントです。

ADHDと自閉スペクトラム症（ASD）の特
性をもつ小学6年生の女の子、ひまり。ひま
りが毎日ノートに書いているのは、暮らしを
すてきにするおまじない、「ひまりのすてき
時間割」。朝起きたら、くすりをのんで、ベッ
ドのまわりのかたづけをして、トイレにいっ
て、ママとパパにおはようを言って…。一日
のスケジュールを書くことで自分の特性と
の付き合い方を学んでいく、元気な女の子
のおはなしです。

「有由有縁 竹田市長の小さなエッセイ集」
首藤　勝次　志學社

「御坊日々」
畠中　恵　朝日新聞出版 

「ひまりのすてき時間割」
井嶋　敦子　作／丸山　ゆき　絵　童心社

「十二支のはじまり」
　　　高谷　まちこ　ハッピーオウル社

一般書

児童書

郷土の本

むかしむかし、かみさまはどうぶつたち
をあつめていいました。「正月にわたしの
ごてんへあいさつにおいで。いちばんはや
くきたものから十二番まで、じゅんばんに
一年ずつ、どうぶつの王さまにする」これ
をきいてみんなおおよろこび。さて、いち
ばんはじめにごてんにたどり着くのはだれでしょう？
新年に読んでほしい十二支のはじまりについての絵本です。

償却資産「土地及び家屋以外の事業の用に供することができる資産で、その減価償却額または減価償却
費が法人税法または所得税法の規定による所得の計算上、損金または必要な経費に算入されるもののうち、
その取得価額が少額である資産その他の政令で定める資産以外のもの」の所有者は、毎年１月１日現在所
有している償却資産について、その名称・数量・取得年月・取得価額・耐用年数等を申告することが法律で
義務づけられています。償却資産の所有者は、下記のとおり申告書の提出をお願いします。また申告書受
理後、地方税法に基づいて実地調査・簡易調査を行うことがありますので、ご協力をお願いします。

受付期間（土・日・祝日を除く）
１月17日㈪～２月28日㈪　県内の建設業者
２月 １日㈫～２月28日㈪　県外の建設業者及び建設コンサルタント等

　※郵送または信書便での申請の場合は２月28日㈪消印まで有効。封筒に「競争入札参加資格審査申
　　請書在中」と朱書きするとともに、受付票送付用の返信用封筒（宛名明記・切手貼付）を同封のこと。
受付場所　竹田市役所１階契約検査室（〒878-8555 竹田市大字会々1650番地）
有効期間　県内及び県外建設業者は２年間（令和６年３月31日まで）
　　　　　建設コンサルタント等は１年間（令和５年３月31日まで）
　※詳細については市公式ホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせください。
電子入札の利用者登録について

市では現在、電子入札の本格運用を実施しています。そのため市が発注する入札に参加する場合には、
発注機関を「竹田市」とした利用者登録が必要になります。まだ登録が完了されていない事業者は、IC
カードを取得し、電子入札への登録の手続きを行ってください。
■問契約検査室　☎63-1111（内線106・107）
上記申請のほかに、上下水道課（☎63-1111）への申請が必要なものがありますのでご注意ください。

■問税務課資産係　☎63-1111（内線129）

●提出書類　令和４年度償却資産申告書（１部）
　　　　　　令和４年度種類別明細書（１部）
●提出期限　１月31日㈪
●提 出 先　税務課資産係または各支所

令和４年度償却資産（固定資産税）の申告をお願いします

令和４・５年度竹田市工事等競争入札参加資格審査申請受付開始

項　　目 提出書類 問い合わせ・提出先

農業集落排水処理施設にかかる
指定工事店の新規登録 ・排水設備指定工事店の登録申請書

生活排水係
（内線181・185）戸別合併処理浄化槽設置工事の

競争入札参加希望者

・建設業許可通知書（管工事業）の写し
・�県に提出した特例浄化槽工事業者届出

書の写し

市漏水調査業務の
競争入札参加希望者 上下水道課庶務係にご確認ください 庶務係

（内線184）
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新刊のご案内新刊のご案内

開館のご案内開館のご案内

１月、睦月となりました。新しい年が明けて、すがすがしいお
正月をお過ごしのことと思います。
今年はどんな一年になるでしょうか？どんなことがあって
もどんなときでもそばに一冊の本があれば大丈夫！図書館は
１月４日㈫から開館しています。あたたかい図書館へぜひお越
しください。

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日
荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等
久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

図書館へ
行こう !

１月号

L e t ' s  g o  t o  t h e  l i b r a r y

  今月の読み聞かせ
おはなしひろば　　　　　　　  毎週火曜日　　10:30 ～ 11:00
おはなしルーム　竹田幼稚園　  １月 13 日㈭ 14:00 ～ 14:30
　　　　　　　　南部幼稚園　  １月 20 日㈭ 14:00 ～ 14:30
たけのこ文庫のおはなし会　　  １月　８日㈯ 15:00 ～ 15:30

【一般書】
• 夜が明ける［新潮社］ 西　加奈子
•ボーダーライト［小学館］ 今野　敏
•闇祓［KADOKAWA］ 辻村　深月
•塞王の楯［集英社］ 今村　翔吾
•月夜の森の梟［朝日新聞出版］ 小池　真理子
•不安と折り合いをつけてうまいこと老いる生き方［すばる舎］
 中村　恒子、奥田　弘美
•100万回死んだねこ-覚え違いタイトル集-［講談社］
 福井県立図書館
• LIFE SHIFT 2 100年時代の行動戦略［東洋経済新報社］
 アンドリュー・スコット、リンダ・グラットン
•母のトリセツ［扶桑社］ 黒川　伊保子
•カムカムエヴリバディ-平川唯一と「ラジオ英語会話」の時代-
　［NHK出版］　 平川　洌
【児童書】
• 北条義時-鎌倉幕府をゆるぎないものにした真の立役者-
　［集英社］ 野間　与太郎　まんが
•フラ・フラダンス［KADOKAWA］
 八坂　圭　文／永地　挿絵
•魔女みならいのキク［PHP研究所］
 草野　あきこ　作／ひがし　ちから　絵
•あっしはもしもし湾にすむカメ次郎ともうします
　［偕成社］ 岩佐　めぐみ　作／高畠　純　絵
• 明日のカルタ-学校では教えてくれない人生を楽しくする46の方法-
　［日本図書センター］ 倉本　美津留　著／朝倉　世界一　絵
•自然を再生させたイエローストーンのオオカミたち［化学同人］
 キャサリン・バー　文／ジェニ・デズモンド　絵
•ノラネコぐんだんラーメンやさん［白泉社］ 工藤　ノリコ
•ほしじいたけほしばあたけ-おにたいじはいちだいじ？-
　［講談社］ 石川　基子
 　他300冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊

読み聞かせにおすすめの一冊読み聞かせにおすすめの一冊

この本は平成21年４月から３期12年にわ
たって竹田市長を務めてきた著者が、これま
での挑戦の数々、取り巻く環境や政策の実践
に際してのドラマを綴ったものです。
市長就任後、『広報たけた』に掲載したコラ

ムを中心に、フェイスブックからのエッセイ
とドイツ文学者の池内紀氏からの便りを編
集しています。本のカバーや挿入されている
水墨画は著者によるもの。エッセイと合わせ
てご覧ください。

明治二十年、東京浅草の東春寺は、相場師も
兼ねるユニークな僧侶・冬伯と弟子の玄泉が切
り盛りする。今日は経営不振に悩む料理屋の女
将・お咲が寺を訪れ、店に“幽霊”が現れたと打ち
明けるが…。
お産をめぐる顛末、“お宝”の噂…。彩り豊かな

全五話の短編から驚きの広がりを見せる物語。
「しゃばけ」「まんまこと」の著者が描く、明治
の洒脱な連作時代エンターテインメントです。

ADHDと自閉スペクトラム症（ASD）の特
性をもつ小学6年生の女の子、ひまり。ひま
りが毎日ノートに書いているのは、暮らしを
すてきにするおまじない、「ひまりのすてき
時間割」。朝起きたら、くすりをのんで、ベッ
ドのまわりのかたづけをして、トイレにいっ
て、ママとパパにおはようを言って…。一日
のスケジュールを書くことで自分の特性と
の付き合い方を学んでいく、元気な女の子
のおはなしです。

「有由有縁 竹田市長の小さなエッセイ集」
首藤　勝次　志學社

「御坊日々」
畠中　恵　朝日新聞出版 

「ひまりのすてき時間割」
井嶋　敦子　作／丸山　ゆき　絵　童心社

「十二支のはじまり」
　　　高谷　まちこ　ハッピーオウル社

一般書

児童書

郷土の本

むかしむかし、かみさまはどうぶつたち
をあつめていいました。「正月にわたしの
ごてんへあいさつにおいで。いちばんはや
くきたものから十二番まで、じゅんばんに
一年ずつ、どうぶつの王さまにする」これ
をきいてみんなおおよろこび。さて、いち
ばんはじめにごてんにたどり着くのはだれでしょう？
新年に読んでほしい十二支のはじまりについての絵本です。
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グランツたけた ☎63-4837
ホ ー ム ペ ー ジ  https://www.city.taketa.oita.jp/glanz/

お問い合わせ

日時 １月23日㈰ 開場13:30 開演14:00
出演 川久保賜紀(ヴァイオリン)
　　 遠藤真理（チェロ）
　　 山中惇史（ピアノ）
入場料 （全席指定）一般 3,000円
　　　  25歳以下無料

高い音楽性と技術に裏打ちされた3人による
演奏を廉太郎ホールでお楽しみください。

「マルタ・アルゲリッチの日」制定記念～みんなのクラシック～
第22回別府アルゲリッチ音楽祭 地域拠点コンサートinたけた

「室内楽の午後」

『マダム・バタフライ』塾
「ミュージカルのいろは」

月亭太遊
「ぐるっと竹田めぐり落語会」

会場にお越しの皆さんから各地域の面白エピソードを集め、3月27
日㈰にキナーレで行う独演会で、新作落語にしてお披露目します。

【出前落語会】（各回60分）
１月22日㈯ 14:00 久住公民館
１月29日㈯ 14:00 直入公民館
１月30日㈰ 14:00 荻福祉健康エリア
入場料 500円

【キナーレ独演会】（各回90分）
３月27日㈰ 10:30／14:00（２回公演）
入場料 (全席自由) 一般 1,000円
　　　  高校生以下及び65歳以上 500円

【共催事業】TAKETA室内オーケストラ九州
「ニューイヤーコンサート2022」

～竹田が生んだ歌姫・西みほを迎えて～
日時 １月16日㈰ 開場13:30 開演14:00
　　　　　　　   開場16:30 開演17:00
会場 キナーレ
入場料 (全席自由)一般 3,500円
　　　 竹田市民価格 3,000円
　　　 25歳以下 1,000円(各当日500円増)

日時 ２月11日(金・祝)・12日㈯　会場 廉太郎ホールほか
上映作品 『海辺の映画館−キネマの玉手箱』ほか

グランツ映画館“玉洗劇場”番外編
TAKETA映画祭
〜大林宣彦監督作品を特集上映〜

劇団四季「はじまりの樹の神話」
未来を生きる子どもたちに勇気を。

人と人とのつながりの大切さを描く、劇団四季
のファミリーミュージカル最新作を贈ります。
日時 ２月19日㈯ 開場16:15 開演17:00
会場 廉太郎ホール
入場料 一般 5,000円、竹田市民 4,000円
　　　 高校生以下 2,000円

小曽根真
60th Birthday solo 「OZONE60」竹田公演

ジャズピアニスト・小曽根真が自身の還暦記
念ツアーで竹田に戻ってきます。大分在住のシ
ンガー・Utaとの共演など、グランツだけのオ
リジナルプログラムでお届けします。
日時 3月19日㈯ 開場18:00 開演18:30
会場 廉太郎ホール　ゲスト Uta
入場料 (全席指定) 一般 5,000円
　　　 竹田市民価格 4,000円
　　　 ※未就学児入場不可

明
治
政
府
は
、
産
業
振
興
の

立
場
か
ら
道
路
交
通
網
・
交
通

機
関
の
整
備
に
最
も
力
を
入

れ
、こ
の
政
策
は
大
正
期
に
も

続
け
ら
れ
た
。県
で
は
、明
治
29

（
１
８
９
６
）年
に
南
豊
鉄
道
株

式
会
社
が
設
立
さ
れ
て
、大
分
～

熊
本
間
の
開
設
が
計
画
さ
れ
た
。

し
か
し
、日
清
戦
争
直
後
の
た
め

資
金
調
達
が
思
う
よ
う
に
い
か

ず
、計
画
は
立
ち
消
え
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

明
治
末
期
の
日
露
戦
争
の
後
、

政
府
は「
鉄
道
国
有
法
」を
公
布

し
、そ
の
建
設
事
業
の
一
環
と
し

て
、
九
州
中
央
部
を
横
断
す
る

大
分
～
熊
本
を
結
ぶ
路
線
が
計

画
さ
れ
た
。明
治
44（
１
９
１
１
）

年
に
大
分
駅
が
開
業
し
、翌
年

に「
犬
飼
軽
便
線
」
と
し
て
着

工
さ
れ
た
豊
肥
線
は
、
大
正
13

（
１
９
２
４
）年
に
竹
田
、翌
年
に

玉
来
ま
で
着
々
と
開
通
し
て
い
っ

た
。一
方
、熊
本
県
側
で
は
宮
地

線
が
肥
後
大
津
、立
野
、そ
し
て

大
正
７（
１
９
１
８
）年
に
宮
地

ま
で
開
通
し
た
。
豊
肥
線
の
最

後
の
区
間
で
あ
る
玉
来
～
宮
地

間
の
隧
道
工
事
は
、鉄
道
の
建
設

史
上
類
例
の
な
い
難
工
事
で
、電

気
削
岩
機
を
導
入
し
て
硬
岩
を

掘
削
す
る
な
ど
し
な
が
ら
工
事

を
進
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
て
、昭
和
３（
１
９
２
８
）

年
12
月
２
日
、待
ち
に
待
っ
た

豊
後
荻
駅
開
業
の
日
を
迎
え
た
。

こ
の
日
は
豊
肥
線
全
通
と
い
う

記
念
す
べ
き
日
で
も
あ
り
、当

時
の
豊
州
新
報
は
、「
九
州
一
大

横
断
線
た
る
豊
肥
線
の
開
通
式
、

大
分
熊
本
両
県
民
の
宿
望
成
り
」

と
の
大
見
出
し
を
つ
け
て
特
別

記
事
を
載
せ
て
い
る
。「
荻
駅
開

通
の
歌
」に
も
、「
谷
を
埋
め
て

山
を
ぬ
き　

大
九
州
を
中
継
の

　

鉄
路
の
工
も
早
な
り
て　

文

化
を
交
は
す
豊
肥
線
」「
大
阿
蘇

九
重
祖
母
が
峰　

な
が
め
つ
き

せ
ぬ
我
が
村
の　

荻
駅
こ
そ
は

此
の
線
の　

一
要
駅
と
名
も
高

し
」と
全
通
し
た
豊
肥
線
、豊
後

荻
駅
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
伺

え
る
。

そ
の
後
、豊
後
荻
駅
は
人
々

の
移
送
は
も
ち
ろ
ん
、農
林
産

物
や
生
活
物
資
等
の
搬
出
入
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
、地
域

経
済
や
文
化
の
発
展
に
寄
与
し

た
力
は
計
り
知
れ
な
い
。
近
年

豊
肥
線
は
幾
度
と
な
く
災
害
の

た
め
不
通
と
な
っ
た
が
、そ
の

都
度
人
々
の
尽
力
に
よ
り
復
旧

を
と
げ
、今
も
力
強
い
レ
ー
ル

音
を
響
か
せ
て
い
る
。

（
本
田　
隆
憲
）

豊肥本線豊後荻駅の開業

ま
る
ご
と
博
物
館
193

グ ラ ン ツ た け た か ら の お 知 ら せ

１ 23日

２ 19土

３ 19土

１ 16日

２ ３11 19 20・ ・㊗
金 土 日

２ 11 12・㊗金 土

１ 22 ・29・30土 土 日

1コマから参加可能な、子どもから大人まで楽しめるワークショップです。
参加料 無料（要事前申込）
第１回『ミュージカルってなあに？』
日時 2月11日(金・祝) 13:30～16:00
講師 吉川哲郎　会場 キナーレ
第２回『ミュージカルで演じてみよう！』
日時 ３月19日㈯ 
講師 市村啓二　会場 未定
第３回『ミュージカルで歌ってみよう！』
日時 ３月20日㈰ 
講師 中島健作・市村啓二　会場 キナーレ

広報たけた  令和４年１月号 26



横断歩道でのマナーアップ

県では、信号機のない横断歩道での車両の停
止率は30.1％です。未だに７割の車が停止して
いない状況です。

お互いのことを思う優しい気持ちをもち、交
通マナーアップを心がけましょう。
〇�横断歩行は歩行者優先、子どもや高齢者に優

しい運転を！
・�横断歩道を渡ろうとしている歩行者がいる時

は必ず一時停止をしましょう。
・�子どもや高齢者の通行が予想される学校、公

園、病院等の付近では特に注意しましょう。
〇ダイヤマークの意味を知っていますか？
・�ダイヤマークは横断歩道の予告であるため、

見かけたらアクセルを緩めて進みましょう。
〇歩行者も交通ルールを守りましょう
・�道路を渡るときには「左右の安全確認」、「横

断歩道の利用」の交通ルールを守り、手をあ
げるなど横断の意思を示し、交通事故の被害
を防ぎましょう。

■問竹田警察署　☎63-2131

悪質な「特殊詐欺等」の被害を未然に防ぐため、相手方に警告を発したり、自動で録音する機能な
どがついた電話機等を購入する65歳以上の高齢者のみの世帯を対象に、電話機や機器の購入及び
設置に要する費用の一部を補助します。

対象 （次の①、②の要件をすべて満たす電話機等）
　①補助の対象となる方が購入し、居住する住居に設置したもの
　②次のいずれかの機能を有する電話機等
　　ア着信の相手方に警告音声を発し、かつ通話中にその内容を自動で録音する機能
　　イ被害を起こす可能性のある電話番号を自動で判別して、着信を拒否または警告表示する機能
　　　※申請日の前１か月以内に購入したものに限ります。
補助金額
　購入及び設置費用の３分の２以内で、上限10,000円（100円未満は切り捨て）
　※交付の申請は、１世帯につき１回限りです。
　※予算には限りがありますので、必ず事前にお問い合わせください。
■問総務課防災危機管理室　☎63-1111（内線212）

特殊詐欺等の被害防止機能付き電話機等の
購入補助金のお知らせ

竹田警察署 TAKETA Police station

セクシュアルハラスメント（セクハラ）は、端的
に言えば「性的嫌がらせ」です。人としての尊厳を
無視した不快感を与える言動は人権侵害となりま
す。仕事の場で「恋人はいる？」「そろそろ歳だね」

「子どもはいつ？」などの言葉を不必要にかけたり、
挨拶代わりの「つもり」で、手で肩や腰等に触れる
などはセクハラとなりうる身近な例です。
「性的な言動は個人により受け止め方が異なる

から、セクハラかどうか判断が難しい」という意見
があります。しかし、そもそも相手の人格や気持
ちを考えないことが問題なのです。性別を問わず
お互いの人権を尊重することが求められています。
セクハラを受けたら、見かけたらすぐにご相談く
ださい。
法務省　全国共通ナビダイヤル
・みんなの人権１１０番　　☎0570-003-110
・女性の人権ホットライン　☎0570-070-810
■問人権・部落差別解消推進課　☎63-4820

こころちゃん

人権シリーズ　No.80

セクハラとは
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ヤシャブシ
（カバノキ科）

阿孫　久見

郷土の植物（393）第202回
丘き

ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

か
ら
山
地
の
主
に
尾お

根ね

筋す
じ

に
生
育
す
る
高
さ
15
㍍
ほ
ど
の
落ら

く

葉よ
う

中ち
ゅ
う

高こ
う

木ぼ
く

で
す
。
樹じ

ゅ

皮ひ

は
灰か

い

褐か
っ

色し
ょ
く

で
古

く
な
る
と
不ふ

規き

則そ
く

に
割わ

れ
て
は
が
れ

ま
す
。
本ほ

ん

種し
ゅ

は
よ
く
崩ほ

う

壊か
い

地ち

の
砂さ

防ぼ
う

樹じ
ゅ

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

互ご

生せ
い

の
葉
は　
、ふ
ち
に
重じ

ゅ
う

鋸き
ょ

歯し

（
鋸
歯
の
中
に
ま
た
鋸
歯
が
あ
る
）が

あ
り
、広こ

う

卵ら
ん

形け
い

で
長
さ
８
㌢
、幅
が
４

㌢
ほ
ど
で
す
。
側そ

く

脈み
ゃ
く

が
直ち

ょ
く

線せ
ん

状じ
ょ
う

に
ふ

ち
に
と
ど
き
ま
す
。

早
春
の
頃
、葉
が
出
る
前
に
開か

い

花か

し
ま
す
。雄お

花ば
な

は
密み

つ

に
小し

ょ
う

花か

を
つ
け
、

長
さ
６
㌢
ほ
ど
の
弓き

ゅ
う

状じ
ょ
う

の
黄こ

金が
ね

色い
ろ

の

尾び

状じ
ょ
う

花か

を
下
に
垂た

れ
下さ

が
っ
て
咲
か

せ
ま
す
。
雌め

花ば
な

は
非ひ

常じ
ょ
う

に
小
さ
く
長

さ
３
㌢
ほ
ど
の
赤
い
花
を
上う

わ

向む

き
に

立
て
て
咲
か
せ
ま
す
。花
の
あ
と
、茶ち

ゃ

褐か
っ

色し
ょ
く

の
成せ

い

熟じ
ゅ
く

し
て
も
果か

ひ皮
が
裂さ

け
な

い
堅け

ん

果か

を
つ
け
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
、堅
果
の
表ひ

ょ
う

面め
ん

が

デ
コ
ボ
コ
し
て
い
る
の
で
夜や

叉し
ゃ

と
い
い
、

果
実
に
タ
ン
ニ
ン
が
多
く
五ご

倍ば
い

子し

す

な
わ
ち
フ
シ
と
同ど

う
よ
う様
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
夜ヤ

シ
ャ叉
五

ブ
　
シ倍
子
の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
や
祖
母

山
系
の
稜り

ょ
う

線せ
ん

沿ぞ

い
で
普
通
に
観
察
さ

れ
ま
す
。花
期
は
３
月
か
ら
４
月
で
す
。

■期２月６日㈰まで
■場竹田市歴史文化館・由学館
■料高校生以上 500円　65歳以上 250円
　小中学生 300円　未就学児 無料
※詳細については下記までお問い合わせください。
■問歴史文化館・由学館　☎63-2200

企画展開催「Let’s タイムトラベル」
～絵葉書でたどる明治から昭和初期の竹田～
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